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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子はタンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。コードされるタンパク質はタンパク質キナーゼ様ドメインを含むが、活性に必要ないくつかの残基を欠失しているため、不活性であると考えられている。このタンパク質は、ネクロプトーシス経路の重要なシグナル伝達分子である受容体相互作用タンパク質3（RIP3）との相互作用を介して、腫瘍壊死因子（TNF）誘導性ネクロプトーシス（プログラム細胞死プロセス）において重要な役割を果たす。この遺伝子の阻害剤研究およびノックダウンにより、TNF誘導性ネクローシスが阻害された。このタンパク質およびRIP3の高レベルは、小児の炎症性腸疾患と関連している。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2015年9月]
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	Hela細胞全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをMLKLウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

